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第１ 調査委員会の設置 

 １ 調査委員会設置に至る経緯 

   本報告書は、多賀城市立小学校名小学校内でのいじめにより、当時 1学年児童が不登

校に至ったことが疑われる事案について、「多賀城市立小学校名小学校いじめ調査委員

会」が調査を行った結果を報告するものである。 

   学校及び多賀城市教育委員会は、令和７年２月１２日、本件がいじめ防止対策推進法

第２８条１項２号の重大事態に該当すると判断し、同日、同法及び多賀城市いじめ防止

基本方針Ⅱ、３（２）に基づき、学校が主体となって調査を行う「学校いじめ調査委員

会」が設置された。 

 

２ 調査の目的 

   本調査委員会の目的は、不登校に至った事実関係を整理することで、いじめにより不

登校に至った疑いのある児童が欠席を余儀なくされている状態を解消し、学校復帰につ

なげること、今後の再発防止策に活かすことである。 

  

３ 調査委員会の構成 

   校長 校長名 教頭 教頭名 生徒指導主任 主任名 

いじめ対策・不登校支援担当者 担当者名  

   養護教諭 養護教諭名 １学年主任 主任名 担任 担任名  

SSW SSW 名 

 

４ 調査期間  

令和７年２月１２日（水）～３月３１日（月） 

  

５ 調査方法 

   対象児童及びその保護者への聴取、関係児童及びその保護者への聴取 

 

第２ 重大事態に関する事実関係 

 １ 対象児童（いじめ重大事態発生当時） 

（学校名）      多賀城市立小学校名小学校 

（学年・学級・性別） 第１学年学級・性別 

（氏名）       児童名（以下Ａとする） 

 

  



２ いじめ事案の概要 

（１）認知日 令和７年２月１２日（水） 

 （２）関係児童（いじめ重大事態発生当時） 

（学校名）      多賀城市立小学校名小学校 

（学年・学級・性別） 第１学年学級・性別 

（氏名）       児童名（以下Ｂとする） 

 

（３）経過の概要 

① 令和６年１２月２０日（金）、２３日（月）の冬休み前２日間Ａが欠席した。さ

らに、冬休み明けも欠席が続いた。 

② 令和７年１月上旬に、Ａの母親から電話で「冬休み前にＢに嫌なことをされ、Ａ

は学校に行きたくないと話している。」と連絡があった。 

③ 令和７年１月１６日（木）、学校はＡの登校を促すために「別室登校できる教室」

という教室があることを手紙に書いた。その手紙をＡの姉に「お母さんに渡してほ

しい」と伝え、手渡した。 

④ 令和７年１月２１日（月）、担当Ａ教員と担当Ｂ教員、担任が、Ａの母親と面談

を行った。母親からは、「父親の考えと相違があるため、登校支援について父親に

も同じ話をしてほしい。」という要望があった。 

⑤ 令和７年２月３日（月）、Ａの父親から電話で、「登校支援の話の前にＢとのトラ

ブルの解決を先にしてほしい」と連絡を受けた。 

⑥ 令和７年２月１２日（水）、父親から「いじめに関する報告書兼要望書」と題し

た書面を教頭が受け取った。訴えがあったのは、次の４点である。 

      ア 「バカ○○（Ａの名前）」と言われた。 

       イ 体をたたかれた。 

       ウ 石を頬に投げられた。 

       エ 故意に振り回している帽子のつばを眉間に当てられた。 

       本件について、学校は「いじめ」として調査することを、父親に伝えた。また、

Ａと教員との話合いの場を持つことについては、両親の意向を踏まえ、Ａの心の準

備が整うまで待つことになった。 

⑦ 令和７年２月１３日（木）、教頭と担任がＢへの聴き取りを行った。Ｂはア・イ

については認めたが、ウ・エについては覚えていないと話していた。その後、Ｂか

ら聴き取った内容を、担任はＡとＢの両保護者に伝えた。 

  Ａの保護者からは質問等はなく、一定の理解を得た。Ｂの保護者は、Ｂから聴き

取った内容を踏まえ、学校が「いじめ」として調査することについて理解を示した。

また、Ａが安心して登校できることを目指して、ＡとＢが話合いの場を持つことに

ついても了承した。 

   ⑧ 同日、学校は市教委へ電話で第一報を入れた。 

⑨ 令和７年３月１３日（木）、Ａの保護者から「Ａ自身がＢの話を聞きたいし、言



いたいこともある」との申し出があった。 

⑩ 同日、Ａの母親とＢの母親が見守る中で、ＡとＢの話し合いの場を持った。教頭

と担任が立ち合い、ＡはＢに「『バカ○○』と言われたことが嫌だった」「Ｂに体を

たたかれたことが嫌だった」。ＢはＡに「『○○（動物の名前）』と呼ばれたことが

嫌だった」と、「されて嫌だったこと」を互いに伝え合い、謝罪し合った。また、

Ｂの保護者とＢは、「鬼ごっこの際、ＢがＡにタッチしても『タッチされていない』

との主張が繰り返され、感情的になり強い言い方をしてしまったことがあり、それ

も一因となったと考えられる」とＡに伝えた。話合い後、Ｂの保護者からは「登校

できていなく、Ａにはすごくつらい思いをさせてしまった。」と直接謝罪もあった。

Ａの母親は、ＢとＢの保護者の謝罪を受け入れていた。 

⑪ 令和７年３月２４日（月）、Ａは母親と一緒に登校し、修了式に参加することが

できた。式の途中で母親は帰ったが、Ａは他の児童と教室に戻り、休み時間には校

庭で友達と遊び、最後まで教室で過ごすことができた。 

 

（４）対象児童及びその保護者の訴え 

   ① Ｂに「バカ〇〇（Ａの名前）」と言われた。 

② Ｂに体をたたかれた。 

③ Ｂに石を頬に投げられた。 

④ Ｂが故意に振り回している帽子のつばを眉間に当てられた。 

 

（５）調査の結果確認できた事実 

①と②については、Ｂ本人も認めていることから、事実であったと考えられる。し

かしながら、この行為を周りで見ていた児童がいないこと、時間が経過しているため

ＡとＢの記憶が曖昧であることから時期の確定までには至らなかった。ただし、冬休

み前であったことは間違いなく、この行為は、Ａに心理的な苦痛を与えた「いじめ」

であると考える。 

③と④の行為については、Ｂ自身が記憶しておらず、周りで見ていた児童等もいな

かいことから、事実認定はできなかった。 

    

 （６）関係児童への学校の指導内容 

    「バカ○○（Ａの名前）」と言ったり、体をたたいたりすることでＡはとても傷つ

き、悲しい思いをした。いじめはいけないこと、友達が嫌だと思うことは二度としな

いことを確認し、指導した。 

 

 （７）学校対応の検証 

   学校は、冬休み前及び１月にＡの欠席が続き、Ａの母から「Ｂに嫌なことをされて学

校に行きたくないと言っている」という SOSを受けていたにもかかわらず、Ａから対面



で聴き取りをしたいと、Ａが登校するまで待つために時間を要してしまったことが初動

を遅らせてしまった一番の原因と考える。 

また、学校に常設の「いじめ問題対策委員会」において、組織で事実確認や学校の対

応を定めるところであるが、十分に機能していたとは言えない。本件においては、学校

のいじめ重大事態に対する理解が不十分であったため、１月上旬に保護者からのいじめ

の訴えがあったにもかかわらず、いじめとしての認知が２月１２日、市教委への報告が

２月１３日であり、判断及び報告、対応が遅れた。調査開始後はＡとＢから聴き取りを

し、３月１３日にＢとＢの母親からＡに謝罪を行った。ＡとＡの母親は謝罪を受け入れ

ていた。 

 

（８）確認できた事実と重大事態との関連性 

Ａの欠席日数は令和６年４月から１２月まで１７日間、１月が１５日間、２月が１７

日間、３月が８日間である。 

このことから、Ａは、①Ｂに「バカ〇〇（Ａの名前）」と言われた。②Ｂに体をたた

かれた。この２つのいじめ行為が心理的な影響を与え、その後、欠席が続くようになっ

た。関係児童への聴き取りや本人の様子等を総合的に判断した結果、いじめと欠席との

間に一定の因果関係があると考えられる。 

 

第３ 今後の対象児童及び関係児童への支援方策等 

１ 対象児童への支援 

  交友関係に配慮した学級編制を行うとともに、安心して学級での学習や生活を送れる

よう、全教職員で丁寧に見守りを続けていく。 

 

２ 関係児童への支援 

  いじめはいけないこと、友達が嫌だと思うことは二度としないということを適宜振り

返らせながら、見守りを続けていく。 

 

第４ 再発防止のための支援 

１ いじめ対応の確認と理解 

  本件におけるいじめ対応には、いじめ対策推進法やいじめ防止基本方針、いじめ重大

事態に関するガイドラインの理解が不十分であると思われる点があった。改めて、いじ

め対応の手順等を確認し、理解を深める必要がある。 

  特に、本件ではいじめにより欠席が続いていたにもかかわらず、いじめ重大事態の認

定や報告、対応の遅れがあったことを踏まえると、どのような場合に重大事態に該当す



るのかなどの理解と重大事態発生時の対応方法についても、改めて確認する必要がある。

その上で、いざ事案が発生したときに適切に対処できるよう、学校は、重大事態に関す

る学校の基本方針や対処方針について見直す必要がある。さらに、いじめにより登校で

きずに苦しんでいる児童から話を聞くために「待つ」ことで時間を経過させることなく、

家庭訪問をするなど、児童及び保護者に寄り添った対応について検討する必要がある。

解決に向けて素早い対応を願う保護者、児童に寄り添い、学校ができることに誠実に取

り組んでいく。 

 

２ 組織対応の徹底・強化 

  いじめ防止等対策委員会の意義や役割を再確認し、教職員間で共通理解を図る必要が

ある。 

  学校はいじめが疑われる事案が発生した際には、速やかに「いじめ問題対策委員会」

を招集し、事実関係の調査対応や、指導の方針等について検討し、組織で対応する。教

職員は、学年主任やいじめ・長欠担当職員、生徒指導主任、養護教諭、管理職等にその

ときの状況や実態に合わせて報告をする。その後の聴き取りの方針、保護者連絡等につ

いて検討し、組織として対応する。聴き取り後は、聴き取った結果の擦り合わせを行い、

速やかに事実を確定し、SSWや SCなどの助言をもとに学校としての方針を決定する。 

これらの対応を通じて、常に児童の気持ちに寄り添うことを心掛ける。また、保護者

との情報を共有し、意向を確認しながら丁寧に対応する。  

 

３ いじめ未然防止のための取組 

いじめが起きにくい・いじめを許さない環境づくりを行う。全校集会で話をしたり、

児童会を中心にいじめ防止の取組を行ったりしていく。また、定期的なアンケートの実

施と丁寧な聴き取り、日頃から児童とのコミュニケーションを大切にしつつもアンテナ

を高く保ち、些細な兆候であってもいじめではないかとの疑いを持って対処する姿勢を

学校全体で共有し早期発見に努め、組織対応していく。 

 

第５ まとめ 

いじめ調査委員会は、いじめを訴え、欠席が続くこととなった当該児童の状況につい

て、いじめの事実関係を整理し、今後の再発防止を目的として本報告書をまとめた。 

   子どもたちが安心して学校生活を送り、仲間との関わりの中で成長していけるよう

な教育環境を整えることは、学校にとって不可欠な使命である。児童の SOSをキャッ

チするアンテナを高く保ち、いじめが確認された際には、迅速かつ丁寧な対応を行う

ことが求められており、教職員一人一人がその責任を再認識する必要がある。 



   本報告書内において、調査過程で明らかになった課題を踏まえ、いじめの再発を防

ぐための具体的な方策を示した。今後は、それらを着実に実行に移し、全職員が協力

して取り組むことが求められる。 

 


